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未来の映像プロダクション！IOWNの技術により、映像制作のDXを実現します
IOWN×映像プロダクションDX

映像制作拠点による高度な映像処理による計算リソース増および消費電力増に対してオールフォ
トニクス・ネットワーク（APN）やDCI（Data-Centric Infrastructure）による処理分散を実施
します。

背景  – 技術課題

【出展企業】
NTT株式会社 IOWNプロダクトデザインセンタ

【問い合わせ先】
APN 推進プロジェクト

【共同出展社/社外連携先】
株式会社TBSテレビ、株式会社TBSアクト

【関連Link】
ー

• 映像レンダリング処理の離隔化のための
APN

• GPUシェアリングのためのDCI

• 従来回線に比べ、APNならではの大容量、
低遅延、ゆらぎなしによる映像レンダリン
グ処理や時刻同期（PTP）が可能

• 従来アーキテクチャに比べ、DCIならでは
の柔軟で拡張性のあるシェアリングが可能

映像制作拠点による高度な映像処理による都市部の消費電力増に対して電力消費を分散します。
研究目標  – 成果

#C08

ビジネス展開利用シーン R&Dフェーズエンターテインメント

https://tools.group.ntt/jp/rd/contact/index.php?param01=F&param02=101&param03=C08
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